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歓喜寺永代供養墓は昨今の少子高齢化や核家族化により、
家族が遠方の為お墓の管理をお寺にお願いしたい、

お墓の承継者がいらっしゃらない等のご希望に合わせ建之いたしました。
お盆等諸行事、合同法要の開催など永代にわたり勤行いたします。
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［ご見学は完全予約制になっております］資料請求・お問い合わせはこちら
管理事務所（運営・管理・販売）

供養の郷
く よう さと秋田 供養の郷 永代供養墓管理事務所

☎0120-829-076
mail：info@kuyounosato.com
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秋田市立
上北手小学校
秋田市立
上北手小学校

秋田県立
医療療育センター
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秋田赤十字病院秋田赤十字病院
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秋田 供養の郷
歓喜寺境内

旧歓喜寺旧歓喜寺

秋田駅東口秋田駅東口

明田地下道西明田地下道西 桜五叉路桜五叉路

久保田町久保田町

南大通り南大通り

歓喜寺　アクセスマップ

カーナビにこちらの住所をご入力ください 秋田県秋田市下北手梨平袖ケ沢１－１ 

秋田自動車道「秋田中央IC」より県道62号線ま
たは県道28号線～県道41号線が便利です

お車でお越しの方
秋田自動車道

「秋田中央IC」より約10分

屋外トイレ/駐車場完備です



・お花飾りも可能です。（花の痛み、枯れなどの劣化がみられる場合には、当寺院判断により処分致しますことご了承ください）
・365日開場しており、お仕事前、後などご自分の都合に合わせてお参りもできます。（ご納骨や一周忌などの際、本堂での法要も可能です。事前に電話等でご予約ください）

お寺がお守りする
安心の永代供養です

ご家族様専用でご利用いただけます。大切な故人
さまの御遺骨を移動することなく永代にわたりご
安置いたします。故人様をいつまでも偲べる安ら
ぎの空間です。
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後継者が
いなくても
大丈夫です

永代にわたり
供養致します
永代にわたり
供養致します

合祀されません
ご家族様だけで
入れます

合祀されません
ご家族様だけで
入れます

生前予約が
できます
生前予約が
できます

年間管理費が
不要です

年間管理費が
不要です

※個別墓の4人以上は1人追加ごとにプラス22万円
※彫刻料、納骨料は別途

永代供養墓
合同墓（1名様） 15万円
個別墓（1名様） 45万円
夫婦墓（2名様） 65万円
家族墓（3名様） 85万円
家族墓（4名様） 105万円
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観音様銘板観音様銘板

墓石墓石

上記価格に
含まれる内容

永代使用料 護持費 墓石代

ご納骨袋 骨箱等引取代 事務手数料

　当寺の開山については諸説ありますが、一説には、天文十年(1541年)、
桧山安東愛季とその嫡子実季の軍将に湊合戦(天正十五・1587年)で
戦った八柳城主八柳平治郎(兵二郎)長門守が、安東が崇敬する日吉八
幡神社の鎮護寺のひとつを外旭川の八柳に移し、本寺の補陀寺八世
察心寿鑑大和尚を招いて、曹洞宗に改宗し、圓通山歓喜寺を開山するこ
とになったといわれています。 
　当寺開山の察心寿鑑大和尚(示寂天文二十三・1554年2月27日)は天
文四年 (1535年)十月、補陀寺八世に晋山しました。翌年九月、『補陀開山

ひやま ちかすえ さねすえ

やつやなぎ

さっしんじゅかん

月泉禅師行状』を 記述、顕彰し、補陀寺の門葉を増やし、教線を拡大す
ることに務め、秋田県内に五力寺を開山して補陀寺の末寺にし、補陀寺
を退隠して後、当山和尚になりました。
　補陀寺九世、当寺二世草庵守瑞大和尚(示寂永禄七・1564年2月29日)
はさらに補陀寺の教線拡大に務め、八面六臂の活躍で八カ寺を開山して
後、退隠して当山の二世となりました。補陀寺を羽州一の曹洞の寺院にし
た大和尚といえます。

そうあんしゅず い

歓喜寺縁起 ～四世紀半を超えて紡がれる羽州随一の古刹～


